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１．問題と研究の目的
日本人が英語を習得するには、約2,200時間以上の

学習が必要と言われているが（廣森、2015）、現行の学

校教育の中だけで必要な時間数の教育を提供するのは

非常に難しく、学習者が自身の目標に向かって学習計

画を立て、授業時間外に自律的に学習する必要性があ

ると言える。しかし、大学生の場合、授業時間外に英

語をあまり学習していないのが現状である。徳島大学

（2017）の調査によると、「英語は毎日または定期的に

勉強しているか」という質問に対し、「いいえ」の回答

が７～８割という報告や、大谷・ミューリ（2021）の

研究でも「授業外での英語の学習をしているか」とい

う質問に対しての「いいえ」の回答者の割合は72％と

いう結果であり、英語学習に自律的に取り組んでいる

学生は少ないと言える。

継続的な自律型英語学習に取り組んでいない要因に

ついて、坂田・福田（2011）は、認知面・情意面・行

動面という学習の３つの側面において様々な問題が複

雑に絡み合うことで、継続的自律学習を難しくしてい

ると述べ、その中でも過去の学習の失敗体験や学習不

安が学習を妨げてしまうケースが多く、重要な課題で

あると主張している。また、中山・松沼（2013）も、

英語学習における過去の不成功体験から英語に対する

自己効力感が低下し、学業不振に陥っていると思われ

る学習者が大学の授業において多く見られると述べて

いる。上述の点を踏まえると、過去の学習の失敗体験

によって、学習性無力感に陥っている可能性も考えら

れる。学習性無力感とは、自分の行動が結果に対して

何の影響もない状態におかれることで、どうせやって

も仕方がないと動機づけが低下し、無気力状態となり、

さらにその状態が学習されたものである（河村、2019）。

やっても仕方がないと思っている状態では、学習しよ

うという気持ちが起こりにくいと言える。また、ドル

ニェイ（2005）は、学習性無力感の学習者は過去の失

敗において、学習不足や適切な学習法の知識が十分で

ないというような可変的で制御可能な要因ではなく、

能力不足のような不変で制御の及ばない原因に帰属さ

せることがあると述べている。

まずは、過去の体験によって固定化した自分の能力

や学習に対する認知に対し、能力は変化するというマ

インドセットを学ぶことが必要であると考えられる。

マインドセットとは心のあり方であり、growth

mindset と fixed mindset という２つのマインドセッ

トが存在する（ドゥエック、2016）。訳書では、それぞ

れ「しなやかマインドセット」、「硬直マインドセット」

と訳されているが、本稿では固定型思考と成長型思考

という表現を採用したい。固定型思考は「自分の能力

は石版に刻まれたように固定的で変わらない」（同上

書、P.13）という信念で、成長型思考は「人間の基本
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的資質は努力次第で伸ばすことができる」という信念

をさす（同上）。GOLD（2017）はいくつかの研究報告

（Jones, 2009 ; Paunesku et al., 2015）を提示し、脳の

可塑性や成長型思考を明示的に教えることで、学生の

学習改善やモチベーション、忍耐力、自信の向上につ

ながると述べている。また、成長型思考を教えること

によって、自己調整学習1が促進され、より良い成績に

つながることも報告されている（ドゥエック・マス

ター、2009）。上述の点から考えると、成長型思考とい

う自身の努力によって能力は変化すると学ぶことは、

非常に重要であると言える。

また、マインドセットだけではなく、学生自身が過

去の学習において学習方法の知識が十分ではなかった

可能性について考えることも重要であると考えられ

る。学習方法は学習方略とも呼ばれるが（Fukuda・坂

田、2010）、「学習を促進する効果的な学習法・勉強法

を用いるための計画、工夫、方法のこと」（辰野、1997、

p.11）をさす。Fukuda・坂田（2010）は大学生の学習

方略について、学習方略全般において未形成である可

能性が高いと述べており、目標設定、学習の計画、モ

ニタリング、自己評価のようなメタ認知方略（瀬尾・

植阪・市川、2008）を十分に形成している学習者は非

常に少なく、学習プロセスにおいて非常に重要な役割

を果たすメタ認知方略形成の支援の必要性を主張して

いる。つまり、どのように目標を設定し、学習計画を

立て、遂行し、振り返り2を行うかについて学ぶことも

非常に重要であると言える。

学習継続を妨げる要因ではなく継続の動機を高める

要因として、岩本（2010）は、学習支援者の存在、自

己効力感、成功体験、自律学習が重要な役割を果たす

と報告している。上述の点を踏まえると、マインド

セットや学習方略について学び、学習支援者の見守り

を感じられるような中で、自律学習を行い、自己効力

感の向上につながるような成功体験をする枠組みがあ

れば、学習継続につながる可能性が高いと推測される。

以上の点を踏まえ、本稿では認知面での変化を促すこ

とにつながると考えられるマインドセット、及び目標設

定から振り返りまでのプロセスや学習継続につながる

環境設定のような学習方略を学んだ上で、週１回のグ

ループでの振り返りを伴う自律型英語学習を実施し、学

生が一連のプロセスをどのように体験したのかという

構造の一端を明らかにすることで、学習継続につながる

授業の枠組みとはどのようなものかを提示したい。

２．方法
2.1 研究アプローチ

本研究では、学生の学習継続につながる過程を描き出

し、活用可能なモデル構築を目的としているため、その

目的に照らし、「人間と人間の直接的なやりとり、社会

的相互作用に関係し、人間行動の説明と予測に有効であ

る」（木下、2003、p.27）とする修正版グラウンデッド・

セオリー・アプローチを分析の枠組みとして採用する。

2.2 対象者

対象者は、2020年度後期共通教育科目「TOEIC 英

語」を履修した大学生56名のうち、第２回のマインド

セット、第３回の学習継続につながる環境設定、第４

回の実践と振り返り、第５回の目標設定の講義全てを

受講し、４か月の振り返りレポートを提出した40名で

ある。40名の内訳は、理工学部生14名（男８名・女６

名）、人文社会科学部生18名（男３名・女15名）、農林

海洋科学部生８名（男４名・女４名）である。

2.3 授業の概要

2020年度後期共通教育科目「TOEIC 英語」で、2020

年10月５日から2021年１月21日まで週２回全30回実施

した。第１回は、オリエンテーションを実施し、第２

回の授業でキャロル・ドゥエック氏の TED ×

Norrkoping のスピーチ動画「必ずできる！―未来を

信じる『脳の力』―」3を視聴し、講義で内容の補足を
1 「学習者が、『動機づけ』『学習方略』『メタ認知』の3要素におい

て、自分自身の学習過程に能動的に関与していること」（伊藤、
2008、p.14）をさす。

2 本稿での振り返りは、目標に対しての計画や遂行状況について
自己評価することを指す。

3 TED × Norrkoping :https://www.ted.com/talks/carol_dweck
_the_power_of_believing_that_you_can_improve?language=ja
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行った。また第３回では「学習継続につながる環境設

定」、第４回では「実行と振り返り」、第５回では「目

標設定」について講義を実施した。「学習継続につな

がる環境設定」では、小グループで振り返りを行う4自

律型英語学習の事例（柳瀬、2019）の共有を通して、

自分の意志だけに頼る必要はなく、自分自身のモチ

ベーションが高まるような集団に属することや、自分

自身の学習継続につながるような環境を作り上げてい

くことについて説明した。また、「実行と振り返り」で

は、実行する前の考え方や振り返りの重要性について

説明し、「目標設定」については、どのように目標設定

するかについて SMART の法則5の説明や、実行段階

において小さなできたことを見る重要性（永谷、2016）

についての講義を行った。また、学習計画を立てるに

あたり、どの程度学習時間を確保できるかを学生自身

が明確に知る必要性があるため、スケジュールの可視

化を10月26日までに実施するように依頼した。また、

振り返りまでにメンバー同士交流できるように、第１

回の授業でグループを作り、第２回から第５回の講義

後に講義の内容についてグループでの対話時間を設け

た。グループは男女比や学部学科のバランスを考慮し、

執筆者がメンバーを決定した。なお、授業は全て Web

会議システムの Zoom を使用し、オンラインで実施し

た。全５回の TOEIC の授業内容は表１の通りである。

表１ 第１回から第５回の授業概要

上述の講義終了後、学生は10月26日の週から、１月

18日の週までの13週間自律学習に取り組んだ。学生

は、目標を設定し、目標に向けて学習計画を立て、自

律学習を行い、毎週学習記録シート（Google スプレッ

ドシート）へ、目標、学習計画、実施内容、気づき・

発見、次に取り組むことを入力する。週１回、一人ひ

とり Zoom 上で学習記録シートを画面共有しながら発

表し、他のメンバーからフィードバックを受ける。そ

のフィードバックを受けて、自分の感じたことをもう

一度発表して、終了する。振り返りをする際には、で

きるだけ自分のできたところに目を向けること、また

グループのメンバーにもできている点をフィードバッ

クするように伝えた。振り返りは Zoom のブレイクア

ウト機能を使用し、グループごとにルームを分けた状

態で約15分間12回実施した。13週間の学習で、振り返

りが12回となっているのは、12月26日から１月４日が

冬期休暇だったためである。

2.4 分析とモデル構築の手続き

研究対象者である学生が、マインドセット、及び学

習方略を学び、週１回の自律型英語学習の振り返りを

伴う授業をどのように体験し、学習継続につなげたの

かというプロセスを明らかにするために、「４か月の

振り返り」の1,000文字以上のレポートを分析対象と

した。振り返りのテクストから、類似した部分をヴァ

リエーションとして集め、概念を生成し、分析ワーク

シートを作成した。生成された概念をもとに、対象と

なる事象をカテゴリーにまとめ、抽出された概念やカ

テゴリー間の関連を示しながら構造図を作成した。以

下に概念名「頑張っているメンバーの存在」の分析ワー

クシート例を挙げる。

4 グループでの振り返りはありえる楽考の取り組み（鈴木、2019）
を参考にしている。

5 目標設定の基準で、SMART は Specific、Measurable、Achievable、
Realistic/Relevant、Tangible/Time-bound の頭文字をさす

（Prather, 2005）。
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表２ 分析ワークシート

３．結果
以上のプロセスによって、テクストを分析し、ボト

ムアップに構築したものが次の図１のモデルである。

以下カテゴリーは【】で、概念は＜＞で表示し、モデ

ルの提示と説明を行う。

（注）図の読み方は以下の通りである。

まず講義の前にはどのように考えていたのかという

記述を見ると、【固定型思考】として、できる人と自分

の間には明確なラインがありそこには環境や才能など

といったものがあると何となく思っていたと＜才能へ

の結果帰属＞という考えが記述されていた。そして、

その考えは固定的で変化するものではないと考えてい

るため、「自分に自信がなく、努力しても空回りするだ

けでうまくいかない」という＜できない自分という認

知＞が存在し、＜失敗への恐れ＞を生み出していた。

学生の振り返りには、失敗しないための言い訳に過ぎ
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ないことに気づいたとも書かれていた。次にマインド

セットについて学んでどう考えたのかについては、【成

長型思考】が見られ、「１回で成功するのが当たり前と

考えないようにする」や「失敗することは当たり前」

という＜失敗の捉え方の変化＞と同時に、試行錯誤し

ながら自分に合う学習法を見出していくという＜試行

錯誤の大切さの認知＞が起きた。さらに「まだ、これ

からを大切に学習を継続したい」という＜ Not yet6の

考え方＞にもつながったと言える。この【成長型思考】

の意識により、プロセスを重視することや自分もやれ

ばできるかもしれないという考えが芽生え、講義の学

びによって自分の過去の学習を捉え直し、＜学習に対

する認知の変化＞が起き、＜学習のモチベーション＞

につながった。

【学習記録シートの効用】として、学習記録シート

に入力することによって、＜自身の学習内容の可視

化＞が起こり、学習成果が自身の目標を満たしたのか

否かの自己評価を明確に行うことができ、＜学習の分

析・修正＞や＜自分に合った学習の探求＞につながっ

たと言える。そして、学習記録シートは相互に閲覧で

きるため、多くの学生が＜他者の学習内容の可視化＞

にも言及していた。また、自分自身ができていないと

思った週も、学習記録シートの＜教員のコメント＞に

よって、やる気が起きるという記述も見られた。

【振り返りの効用】として、学習記録シートを共有

するため＜他者の学習を知る機会＞となり、学習の参

考にすることができたり、新たな気づきがあったり、

学習するモチベーションの向上につながったという記

述が見られた。また仲間とともに学習できているとい

う感覚や一人で学ぶこととは全く実感が異なり、モチ

ベーションにつながったという意見もあった。そし

て、自分の学習や計画に対して、＜メンバーからの

フィードバック＞があることで、自分にはないアイ

ディアを得ることができたり、できた点を意識するこ

とにつながったり、モチベーションを高めることにつ

ながった。同じ目標を持つ＜頑張っているメンバーの

存在＞によって、自分も頑張ろうと思えたという意見

も多く見られ、モチベーションの向上や維持について

の意見が多く見られた。また、【学習シートの効用】及

び【振り返りの効用】両方の影響として、多くの学生

は＜小さなできたことへの着目＞ができるようになっ

たとコメントしていた。

講義によるインプット、学習記録シートへの記入や

振り返りを通して、学生にとって【主体的な学習】の

実感が生まれたと言える。学習を始めるにあたり、自

分にとって何のための学習なのかを考えるため、＜学

習に対する目的意識＞が芽生え、目的に向かって＜実

行可能で具体的な目標設定＞を行い、さらに目標を達

成するために＜実行可能で具体的な学習計画の立案＞

につながった。そして、毎週学習を記録し、メンバー

へ報告する中で、学習における試行錯誤に取り組んだ。

【学習記録シートの効用】と【振り返りの効用】によっ

て、学生は【主体的な学習】に取り組み、その結果

＜学習のモチベーション＞につながった。

この学習構造によって、＜学習習慣の醸成＞につな

がり、自分の目標に向けて学習を継続することができ

たという＜学習における成功体験＞を実感したと考え

られる。そして、この成功体験から、自身の学習によっ

て能力は変化するという【成長型思考】への循環が起

きたと言える。

４．考察
4.1 マインドセットの変化の影響

図１で表されているように、そもそも自分の能力は

固定的であり、才能のある人とは先天的に違いがある

と考え、努力してもできない自分という認知を持って

いる【固定型思考】の学生が存在していることがわか

る。ドゥエックが、「能力を固定したものと思ってい

る人は、しくじってはならないという切迫感にいつも

駆られている」（2016、p.46）と述べているように、失

敗を避けるという記述も見られた。このような状態か

ら、固定型思考・成長型思考というマインドセットを

知ることによって、失敗の考え方に変化が起きたと考

えられる。学生は「失敗することは仕方がないし、怖
6 2.3のキャロル・ドゥエック氏の動画の中で Not yet という表現

があったため、学生がレポートで使用していると考えられる。
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がる必要もない。むしろ失敗を恐れてしまうと、恐怖

心から前に進むことができなくなってしまう。だから

こそ、失敗を次に活かす考え方をするべきだと思った」

と記述していることから、＜失敗の捉え方の変化＞が

起きたと言える。また、「マインドセットを学んだこ

とは難題にぶつかっても何度も挑戦し、考え抜き、自

力で問題を解決することが自分自身をより成長させる

ことにつながるということです」のような＜試行錯誤

の大切さの認知＞や「“まだ”できないだけで、未来の

自分はできるようになるかもしれない」のように、

＜ Not yet の考え方＞から自分の可能性への期待を持

つようになったと考えられる。固定型思考の人は結果

が全てであるのに対し、成長型思考の人は、結果では

なく力を注いでいること自体に意義を見出すことがで

きるとされていることからも（同上書）、【固定型思考】

から【成長型思考】への変化と言える。

また、目標設定の方法、振り返りや自分の学習継続

につながるような環境設定という学習方略を学ぶこと

で、今まで学習がうまくいかなかったのは、学習方法

や考え方に問題があった可能性があるのではないか

と、自身の＜学習に対する認知の変化＞が起こったと

推測される。学生の振り返りには、「講義を受けるま

では、できる人と自分の間には明確なラインがありそ

こには環境や才能などといったものがあると何となく

思っていた。しかし、講義を受けてそれは誤りで、で

きる人にはその人が試行錯誤して積み重ねて独自に編

み出したやり方や、高すぎない目標設定や、自分自身

を追い詰めすぎないマインドを持っているということ

を知った。それから“できる人”“できない人”という区

別はなくて、自分に合っているやり方を知っているか

知らないかというだけだということに気付かされた」

という記述も見られた。このマインドセットと学習方

略の学びによって、結果期待、効力期待に変化が起き

たと考えられる。結果期待とは、「ある行動が特定の

期待を生じさせるであろうという予測、すなわち、随

伴性認知」（鹿毛、2013、p.68）であり、効力期待は

「特定のパフォーマンスを達成するための一連の行動

を効果的に遂行できるかという観点からみた自分の実

行能力に関する主観的な判断」（同上）をさす。鹿毛は、

「『どうせやっても無駄だ』と思うよりも『やればでき

る』と信じている方がやる気が生じやすいであろうこ

とは想像に難くない。随伴性認知は当人の動機づけを

規定する重要な要因の１つなのである」（鹿毛、2013、

p.70）と述べている。つまり、自律的で継続的な英語

学習をスタートする前に、できるかもしれないという

期待が持てるようなステップが非常に重要であると考

えられる。

4.2 主体的な学習

目標設定の重要性や効果についても多くの記述が見

られた。まず目標を設定する時に、そもそも何のため

の学習なのかを考える必要があり、このステップに

よって＜学習に対する目的意識＞を持って自律的な学

習がスタートできたと考えられる。また、「大きな目

標を立て、それを達成するための日々の目標というの

も立て、それに向けて学習することができたと思う。

ただ単に『頑張る』という曖昧な目標ではなく、何を

どれだけやるかという具体的な目標を立てることを意

識してできた」という記述のように＜実行可能で具体

的な目標設定＞によって効果的な学習につながったと

言える。一方で、「自分で目標を立て、それに向かって

計画的に学習を進めるという経験をしたことがなかっ

た」という学生のコメントも見られた。ドルニェイが

「目標設定が L27教育において十分に活用されていな

いことは、それが基本的には比較的容易に学習され得

る単純な計画立案過程であるだけに、一層の驚きであ

る」（2005、p.97）と述べているように、学習において

目標設定があまり活用されていない可能性があるた

め、自律学習をスタートする前に学ぶことは非常に重

要であると言える。

目標設定について、Locke & Latham（1990）は、意

識的かつ適切な目標設定によって個人は動機づけられ

ると述べている。この理由について、外山は、「目標を

設定することで、現在の状態と理想とする目標の間の

7 L2は第二言語を指す。
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ギャップを認識する。そのギャップが一種の緊張状態

を生み出し、人はその緊張状態を解消しようとする方

向、すなわち目標に向かって動き出すと考えられてい

る」（2011、p.168）と説明している。さらに、目標は

目指す方向性を明確にするだけでなく、目標を達成す

るために必要な努力の程度を調節することにつながる

とも述べている（同上）。また、行動は、目標をもつこ

とによって初めて方向づけられ、完遂に向けての現実

的手段や方略を考えることが可能となると主張する研

究者もいる（南他、2000）。つまり目標設定や目標の明

確化は、行動を方向づけ、努力を増加させるためのモ

チベーションにつながると言える。

学生の記述には、「今現在努力していることに対し

ての最終的な目的は大きなものであるが、今日するこ

と、今週することは具体的に自分が実行できるだけの

学習計画を立てるようになった」とあり、目標設定す

ることで現実的手段や方向性を考えていく＜具体的で

実行可能な学習計画の立案＞にもつながったと言え

る。マインドセットと学習方略、両方を学ぶことに

よって、＜学習に対する認知の変化＞が起き、【主体的

な学習】へつながったと言えるが、「普通決まった宿題

などが課されるだけで受動的になりがちな大学の授業

において、目標を立てたり、毎週振り返りとそれに対

するグループワークを行ったりを学生自身が行うこと

によって、TOEIC 英語の勉強を主体的に行うことが

できたと思う」という学生の記述から考えても、実際

に学生自身が主体的に学習をスタートし、継続できる

ような枠組みも重要であると言える。

4.3 学習記録シートの効用

学習記録シートへの入力は、目指す方向性を明確に

し、その達成に向けての計画を立て、学習を実行する

にあたり、大きな役割を果たしたと考えられる。学習

記録シートは、学習目標、実施内容、気づき・発見、

次に取り組むことを入力するため、自身の目標や計画

に対して学習を振り返り、次の行動を決定することが

可能になる。これは、図２で示した自己調整学習の「予

見」、「遂行」、「自己省察」の３つのプロセスと言える。

図２ 自己調整の段階と下位プロセス

（Zimmerman, 2002, P.67を元に執筆者作成）

予見段階では、目標設定と学習の計画立案を行い、

遂行段階では学習に集中することや、モニタリングす

ることが重要な要素となる（福島、2019）。最後の自己

省察段階では、学習成果を自己評価し、原因帰属につ

いて考え、必要であれば、修正を行う（伊藤、2009）。

学生が、入力し記録することで、自然と図２のような

学習サイクルを毎週実行できたと言える。「続けて学

習内容を記録していくうちにココをこうしたらもっと

良くなる、前回ダメだったので今回は変えるといった

試行錯誤も重なり、自身により合った学習方法が形成

できた」とのコメントのように、＜自身の学習内容の

可視化＞によって、適切に＜学習の分析・修正＞がで

き、＜自分に合った学習の探求＞につながったと考え

られる。また、「他の人の学習を参考にすることがで

き、私自身インプットする学習だけでなく、問題を解

くことでアウトプットしてみるという学習形態を取り

入れることができた」と書かれているように、＜他者

の学習内容の可視化＞によって、効果的な学習につな

げることができたと言える。また、このシートへの

＜教員のコメント＞について、「先生の振り返りに対

するコメントが学生に大きな影響を与えてくれたので

やる気が起きてはかどることにも繋がった」という記

述もあった。岩本は、外国語学習者の学習継続の実態

調査において、「学習者の学習を暖かく見守り支援す

るような人々の存在が、学習継続上際立って重要であ

ると示唆された」（2010、P.39）と報告している。学生

－ 59 －



が見守りや支援を感じられるようなサポートも学習継

続において非常に重要であると言える。

4.4 振り返りの効用

学習記録シート以外にも、大きな役割を果たしたの

が週１回の振り返りの場である。自分だけの意志の力

で継続するのではなく、仲間と一緒に学習するという

枠組みを作ることが重要であり、これがグループによ

る振り返りである。自己調整学習においても、「仲間

や友人の存在は、勉強の仕方や学習方略のモデルとし

てだけでなく、動機づけを保つための重要なリソース

になっている」（岡田、2012、p.83）とされている。多

くの学生が、＜他者の学習内容を知る機会＞として、

学習方法や時間を見て、良いと思った方法を真似する

ことや、学習計画を見直す参考にしたという記述が見

られた。またそれだけでなく、＜頑張っているメン

バーの存在＞やその頑張りを見ることで、自分も頑張

ろうという＜学習のモチベーション＞の維持につな

がったという意見も多く見られた。「学習が辛くなっ

たとき、孤独を感じて何のために勉強しているのかわ

からなくなったときに、頑張っているのは自分だけ

じゃないと思わせてくれてモチベーションにつながる

ことが多々あった」との記述も見られた。

社会的認知理論では、個人要因、行動、環境要因の

３つが相互に作用し、規定し合う関係が仮定されてい

る（伊藤、2009）。人間関係は重要な環境要因の１つと

してあげられ、個人要因や行動に相互に規定し合いな

がら、自己調整学習を支える働きをしている（伊藤、

2013）。「良い仲間に囲まれていると、それに感化され、

一人の時ではできないほどに真面目に取り組めること

もある。頑張っている仲間の姿を見て、怠けた気持ち

を払拭できる」という学生の記述からも、振り返りの

メンバーとの関係は学習において重要な役割を担って

いると言える。

目標設定から振り返りのプロセスの中で、学生のコ

メントにもグループのメンバーについて上述のような

記述が見られたが、他者との関わりはモチベーション

への影響以外にも重要な意味を持つと考えられる。鹿

毛は、「行為はこれまでに学習された信念としての期

待に規定されるが、その行為の結果をさらに解釈する

ことによって原因や自己に関する信念が変化し、期待

は修正されていく」（2013、p.68）と述べているが、自

分自身だけで結果を解釈した場合、できていることに

着目できず、期待が修正されない可能性がある。坂

田・福田は、「日本人学習者の場合、評価のバランスが

ネガティブな方向に向いてしまう傾向が強く、先に進

むための小さな変化も自らの手で潰してしまっている

ケースが非常に多いように思われる」（2011、p.17）と

述べている。実際に学生の振り返りにも、「自分は今

まで、『毎日３問題を解く』や『100個単語を覚える』

などの目標を立てても、その目標が達成できなかった

ときには、できなかったことばかりに焦点を当ててし

まい、落ち込むことが多くあった」という記述が見ら

れることからも、上述のような傾向があると考えられ

る。また、杉谷（2015）は、「学ぶ者の歪んだ自己信念

や感情、思考における習慣などの個人要因が改善され

ることで、学びのスキルや学習を調整する活動などの

行動要因は促進される」と説明していることから、自

身へ認知や期待の変化につながるように、できている

点へ視点を向けることを促す必要があると言える。

4.5 小さなできたことへの着目

小さな変化や小さな目標の達成に意識的に目を向け

ることは非常に重要であると言える。福島は、小さな

目標について、「行動に対する直接の強化や手がかり

をもたらしてくれるもの」（2019、p.116）であるとし、

「できるだけ、ごく小さな目標を具体的に設定できる

ことによって、できるのだということについて自らが

描くイメージの発展を、より効果的に助長することが

できるものと考えられるのである」(同上)と述べてい

る。そして、「身近な、一つ一つの目標を達成していく

ことによって、自らの努力の成果を判断することがで

き、その判断によって自己効力が高まり、人間として

の進歩・発展への明確な基礎が出来上がるのである」

（福島、2019、pp.116-117）と主張している。学生自身

も小さな目標について、「『TOEIC で○○○点取る』

－ 60 －



という大きな目標を立てた場合に、それだけを目標に

すると、毎日どのくらい勉強すればよいのか、自分は

今どの段階にいるのかなど具体的なことがわからなく

なってしまう。しかし、大きな目標を逆算して小さな

目標を立てていくことで、やるべきことが明確になり、

目標をクリアしていくことでやる気も上がると感じ

た」と記述しており、その重要性に気づく機会になっ

たと言える。

また、岩本は、「学習者に『～が／もできない』に注

目するのではなく、『～が／もできる』に注目させ、自

分の学習の成果を認識し喜びを感じると共に、新たな

目標を設定するような促しが必要だと考えられる」

（2010、p.40）と述べている。実際に「自分では思った

より学習をできていない週も、先生からのコメントや

グループの人たちからの感想で ‘できたところ’ を見

つけてもらえるので、学習するのが楽しくなり、結果

的に１人でするよりも多く学習できた」との記述が見

られたことからも、学習のプロセスの中で、できてい

る点に着目できるような＜メンバーからのフィード

バック＞や＜教員のコメント＞によるサポートや関わ

りが重要であると言える。この関わりによって、＜小

さなできたことへの着目＞につながったと考えられ

る。また、「これまでは、『できたこと』よりも『でき

ていないこと』に目を向けていたので、自分自身を責

めてばかりであった。しかし、本講義を受け、『できて

いないこと』よりも、少しでもいいので『できたこと』

に目を向けることの重要性を学び、『できたこと』を意

識するようになった。『できたこと』に目を向けるこ

とで、自分を責め落ち込むことが少なくなり、以前よ

りモチベーションが上がったり、向上心が高まったり

した」という記述も見られた。＜小さなできたことへ

の着目＞によって、＜学習のモチベーション＞の維持

につながったとも言える。また、「いままで過程の中

に埋もれてしまっていた小さな成功に注目することこ

そが大切なのだと意識するようになってからは学習に

対する向き合い方も変わった」という記述からも、今

までの学習でも小さなできたことがあったのだという

認知も重要であると言える。

4.6 成功体験と成長型思考への循環

【学習記録シートの効用】や【振り返りの効用】に

よって、【主体的な学習】が促進され、＜学習習慣の醸

成＞につながったと言える。「Google のスプレッド

シートへの『振り返り』の記入に加えて、毎週の講義

の中での少人数グループの『振り返り』は、私が苦手

としていた『学習を習慣化する』ということを実行す

る上でとても重要な時間であったと思います」や「自

分の学習にいい影響を与えたと思うのが振り返りシー

トである。なぜならこの講義の中で学んだマインド

セットや目標設定、環境を整えることの意義や重要性

がすべて振り返りシートに表れていると感じたからで

ある。またその振り返りシートが自らの学習習慣を安

定させたと考える」という記述があり、学習習慣につ

ながったと感じられていることがわかる。そして、自

分自身が目標設定から振り返りに取り組むプロセスの

中で、学習を継続できたと感じることで、＜学習にお

ける成功体験＞につながったと言える。学生自身の成

功体験についての記述の抜粋は以下の通りである。

・マインドセットと今回の自分は四か月間続けることがで

きたという自信を大切にしたいと思いました。

・今まですぐあきらめていたことも自分はやればできるの

だという心持ちを持つことによって、やり遂げることがで

きることがわかりました。

・私は今まで、継続して物事に取り組むということが苦手

だったが、この授業で学んだことを活かしてこの一学期、

英語学習に取り組むことができた。

・初めの方は試行錯誤の段階で、できない内容にしてしまっ

た部分もあった。しかし、徐々に要領が掴め、時間の使い

方や内容の工夫を重ねることで最終的に自分に合った学習

を見つけることができた。

・この４か月間で、自分は全く問題が解くことができなかっ

たが今では、毎日少しずつ取り組んだ成果もあり、テスト

形式で高得点をとれるようになった。それは私自身にとっ

て確かな進歩を感じ取ることができた。

・この講義によって TOEIC の問題形式や単語を学ぶこと

ができたのは言うまでもないが、それ以上に学習計画と振

－ 61 －



り返りを自分でできるようになったことが大きな成長で

あったと考えている。

考え方や学習方法を変えることによって、上述のよ

うに学生自身ができたということを実感し、自身の成

長や自信につながったと言える。できるかもしれない

という効力予期は自己効力と言い換えることができる

が（福島、2019）、遂行行動の達成、代理体験、言語

的説得、生理学的状態（情動喚起）という４つの情報

源によって変化するとされている（鹿毛、2013）。４つ

の中で、遂行行動の達成は「個人が自分で行動して必

要な行動を達成できたという経験であるから、これを

情報源とする自己効力は最も強く安定したものとなる

と考えられる。一般に成功体験は次の機会にもその

状況を効果的にという予期を強め、高め、一般化する

傾向がある」（福島、2019、p.40）とされている。学生

は「この授業で毎週振り返りとして一週間の目標と学

習計画、実施内容、気づき・発見、次に取り組むこと

をそれぞれ具体的に書き込むことを４ヶ月間行って一

定の成果を得ることができたので、他の学習に対して

も具体的な目標と計画を立て、実際の実施内容、気づ

き、次に取り組むことを書き起こすというとても有意

義なくせが出来た」と記述していたことから、次に他

の学習に取り組むときも、できるかもしれないという

期待を持ちながらスタートできる可能性があると言え

る。マインドセットの研究においても、努力が報われ

る成功体験があることで、人は成長型思考を持ちやす

いと言われていることから（川西・田村、2019）、図３

のように、自分の学習に対する成功体験を通して、自

分の能力は固定的ではなく変化するものであるという

成長型思考への循環が起きたと考えられる。これは、

英語学習のみならず、今後の人生において続く学びに

おいても非常に重要な意味を持つと言える。

５．結論
本稿では、学生の４か月の振り返りの記述から、学

生が授業をどのように体験したのかというモデルを生

成することで、継続学習につながる授業モデルの提示

を試みた。固定型思考や成長型思考というマインド

セットや、目標設定・学習継続につながる環境設定と

いう学習方略を学ぶことで、学生自身の過去の学習経

験の捉え直しが起き、自身に対する効力期待に変化が

起きたと考えられる。また、他者との振り返りにおい

て、一緒に頑張るメンバーの存在や小さなできたこと

に着目することに意識を向けることで、学習のモチ

ベーションを維持し、継続につなげることができたと

言える。その結果、学習を継続することができたとい

う成功体験を実感し、自分の能力は固定的ではなく変

化していくものであるという成長型思考への循環が起

きたと考えられる。本稿ではテキストデータからモデ

ルの構築を行ったが、今後は授業前後にマインドセッ

トや自己効力感を測定し分析を行うなど、数量的な研

究も行っていきたい。

図３ 授業プロセスにおけるマインドセットの変化へ

の循環
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